
理学研究科 
学位プログラム： 数学 
授与する学位： 修士（理学) 
 
教育目標 
 
大阪大学および理学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「数学」では以下のとおり教育

目標を定めています。 
数学はその長い歴史の中で、数や図形の世界を個々の問題として解き明かそうとする試みや、

自然をより深く認識しようとする努力の中から発展してきました。その試行錯誤の中から、様々
な思考の過程に現れる共通の仕組みを抽象化し、その世界に潜む原理や美を求めるという抽象数
学の側面や、自然現象を記述しその解明を通し再び自然認識の世界へ光を返すという数理科学的
側面が生まれてきました。近年では、コンピューターの目覚ましい発展にも支えられ、物理学、
生物学、化学などの従来の自然科学の枠を越え、工学、経済学、人文・社会科学、情報科学など
広範な分野にまで、数学の活躍の場が広がってきています。また、これら様々な分野との交流を
通して、これまでにない新しい数学理論も生まれています。 
学位プログラム「数学」では、以上のような背景と大阪大学が掲げる「物事の本質を見極める

学問と教育が大学の使命であり、この使命を果たすことで大学は社会に貢献していく」という理
念にもとづき、高度で専門的な数学の教育を通して、次代の社会を支え、人類の理想の実現をは
かる有能な人材を社会に輩出することを教育目標としています。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
高度な数学の本質を厳密に理解し修得する過程を通して、複雑な事象を数学的にとらえ、一般

化、抽象化、体系化して処理する能力と、論理的思考能力と表現力に磨きをかけます。 
 

○高度な教養 
研究者倫理を身につけ、広い視野と豊かな学識を持ち、社会の各分野で主体的に活動できる人

材を養成します。 
 

○高度な国際性 
数学とその関連分野の研究者、教育者、技術者のみならず多様な領域で、幅広い視野と国際性

をもって主導的な立場で活躍する人材を育成します。 
 

○高度なデザイン力 
高度な数学の専門性と学識を、社会のあらゆる場面に現れる難解な諸問題の発見と解決に

結びつけ、複雑多様な課題解決のために分野の枠を越えて協働できる人材を育てます。また、
本課程は数学の専修免許取得のための教員養成課程としての役割を果たします。 



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「数学」では以下

のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 
数学とその関連分野の教育を通して、研究者、教育者、技術者として、様々な分野で活躍する

ために基本となる、学力、研究能力、および研究成果発表能力を習得させることを目標としてい
ます。同時に、博士後期課程に進学してさらに高度な専門的知識、技能、研究を行うために必要
な素養を培います。併設の数学図書室を利用して過去から最新のものまで国内外の専門的な文献
に幅広く触れることで知識を深めることができます。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・数学における専門分野と関連するいくつかの分野について高度な知識を有し、それらを他者
に説明する能力を有しています。 
・数学における専門分野について、基礎理論から最先端のトピックスに至るまでの知識を有し、
研究を推進するための基本的な技能を習得しています。 
 

○高度な教養 
・研究者倫理や特定の分野だけに偏らない幅広い自然科学の素養に基づく柔軟性とコミュニケ
ーション能力を獲得しています。 
・大学院副専攻プログラム、高度副プログラム、高度博士人材養成プログラムの修了者は、学
際的・俯瞰的な視点や複眼的視野で対象を考える能力を身につけています。 
 

○高度な国際性 
・海外の研究者と研究に関する議論ができる語学力を身につけています。 
・数学またはその周辺分野の英文学術論文を読み、その内容について解説することができます。 
 

○高度なデザイン力 
・数学の学習・研究で培われた思考力、着想力、洞察力、忍耐力を様々な方面で活用する態度
を身につけています。 
・中学校教員免許(数学)、あるいは、高等学校教員免許(数学)を取得している場合には、高度
の専門知識をわかりやすく解説し、課題研究を指導することができます。 
 

○独自の学習目標 
修士論文については次のいずれかの要件を満たすことが求められます。 
1.   論文筆者により得られた新しい数学的結果を含むもの。 



2.   数学的に意義のある計算結果(計算機実験も含む)や定理の新しい証明などで、論文筆者
自身による部分を含むもの。 
3.   ある分野において既に知られている重要な数学的事実について、論文筆者自身の観点か
らまとめたもの。 

 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「数学」では以

下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。数学における基礎から最先端までの知識を
修得し、それを実践できる能力、および異分野の人ともコミュニケーションができる教養を身に
つけるために、以下に説明する専門教育科目、高度教養教育科目、高度国際性涵養教育科目から
なるカリキュラムを履修し、厳格な学修成果の評価方法により単位認定します。 

 
＜教育課程編成の考え方＞ 
数学における基礎から最先端までの知識を修得し、それを実践する能力を身につけるために、

教員の個別指導の下で、セミナーを行い、さらに修士論文を作成します。また、英語で執筆され
た学術論文を活用できる力を身につけるために、高度国際性涵養教育科目を履修します。また、
広い分野で活躍できる基礎学力と高度な教養を身につけるために、高度教養教育科目を履修しま
す。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
前期課程においては、指導教員のもとで研究指導を受けるほか、これと平行して数学専攻の定

める履修方法に基づき、高度教養教育科目１単位以上、高度国際性涵養教育科目 1単位以上、専
門教育科目の講義科目 10単位以上とセミナー科目 18単位、合計 30単位以上を修得する必要が
あります。さらに修了にあたっては、修士論文を提出して審査を受けなければなりません。具体
的には以下のように学修します。 
・指導教員は入学時に学生の希望もできるだけ取り入れて決定します。指導教員は学習・研究指
導の継続性の観点からも、特別の事情がない限り、本課程を修了するまで変更されません。指導
教員は修士論文指導も含め、研究指導を行うに加え、セミナーを担当します。 
・セミナー科目は、１年次の基礎セミナー(9 単位)および２年次のセミナー(9 単位)が必修です。
2年次の最後に提出する修士論文は、これらのセミナーにおける学習が土台となります。 
・高度国際性涵養教育科目として、海外文献研究が開講されます。これは１年次の基礎セミナー
と連携して開講されます。その履修を強く推奨します。 
・専門教育科目の講義には概論と特論があり、概論は主に 1年次、特論は主に 2年次の学生の履
修を念頭においていますが、各人の興味、知識、能力に応じて、2年次で概論を、1年次で特論を
履修することは差し支えありません。 
・非常勤講師による集中講義は、多くの場合、現在活発に研究されている分野への入門的講義を
短期間で行います。単位にこだわらず、積極的に聴講することを薦めます。集中講義は数学特別
講義として開講され、それぞれ 1単位です。年次は無関係に履修が可能です。 
・高度教養教育科目は、所定の構成科目から履修が可能です。 
 



＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、試験の結果、レポートやセミナーでの発表内容、授業への参加状況等、科目に

応じてシラバスに記載された評価方法によって、厳格かつ公平に評価します。 



৾ਜ਼উটॢছपउऐॊढ़জय़গছ؞ঐॵউ�

༤ኈᚋᮇㄢ⛬䜈㐍Ꮫ

ㄢ⛬ಟ Ꮫྲྀᚓ 
高度教養教育科目䛛䜙䠍༢௨ୖ䚸高度国際性涵養教育科目䛛䜙䠍༢௨ୖ䚸ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠䛛䜙

䝉䝭䝘䞊⛉┠ 䠍䠔༢䛸ㅮ⩏⛉┠ 10 ༢௨ୖ䚸ྜィ 30 ༢௨ୖ 

ಟኈㄽᩥⓎ⾲ᑂᰝ

䠎ᖺḟ䝉䝭䝘䞊 
௦ᩘᏛ䝉䝭䝘䞊䚸ᗄఱᏛ䝉䝭䝘䞊䚸ゎᯒᏛ䝉䝭䝘䞊䚸ᛂ⏝ᩘ⌮Ꮫ
䝉䝭䝘䞊䚸ᇦᩘ⌮Ꮫ䝉䝭䝘䞊䚸ᐇ㦂ᩘᏛ䝉䝭䝘䞊䚸⌧௦ᩘ⌮Ꮫ
䝉䝭䝘䞊 

䠍ᖺḟ䝉䝭䝘䞊
௦ᩘᏛᇶ♏䝉䝭䝘䞊䚸ᗄఱᏛᇶ♏䝉䝭䝘䞊䚸ゎᯒᏛᇶ♏
䝉䝭䝘䞊䚸ᛂ⏝ᩘ⌮Ꮫᇶ♏䝉䝭䝘䞊䚸ᇦᩘ⌮Ꮫᇶ♏
䝉䝭䝘䞊䚸ᐇ㦂ᩘᏛᇶ♏䝉䝭䝘䞊䚸⌧௦ᩘ⌮Ꮫᇶ♏䝉䝭䝘䞊

ᑓ㛛ᩍ⫱ 高度国際性涵養教育

ᾏእᩥ⊩◊✲ᡤᐃ䛾ᵓᡂ⛉┠

㧗ᗘᩍ㣴ᩍ⫱

≉ㄽ
䛻䠎ᖺḟ
䛾ㅮ⩏

ᴫㄽ
䛻䠍ᖺḟ
䛾ㅮ⩏

ಖ㝤ᩘᏛ
䜰䜽䝏䝳䜰䝸
䞊㛵㐃ㅮ
⩏

ᩘᏛ≉ู
ㅮ⩏
ඛ➃ศ㔝
䛾㞟୰ㅮ
⩏

᭱ඛ➃䛛䛴㧗ᗘ䛺ᑓ㛛ᛶ䛸῝䛔Ꮫ㆑ 
㻌 

䞉ᩘᏛ䛻䛚䛡䜛ᑓ㛛ศ㔝䛸㛵㐃䛩䜛䛔䛟 
䛴䛛䛾ศ㔝䛻䛴䛔䛶㧗ᗘ䛺▱㆑䜢᭷ 
䛧、䛭䜜䜙䜢⪅䛻ㄝ᫂䛩䜛⬟ຊ䜢᭷䛧 
䛶䛔䜎䛩䚹㻌 
䞉ᩘᏛ䛻䛚䛡䜛ᑓ㛛ศ㔝䛻䛴䛔䛶䚸ᇶ 
♏⌮ㄽ䛛䜙᭱ඛ➃䛾䝖䝢䝑䜽䝇䛻⮳䜛䜎 
䛷䛾▱㆑䜢᭷䛧䚸◊✲䜢᥎㐍䛩䜛䛯䜑 
䛾ᇶᮏⓗ䛺ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛧䛶䛔䜎䛩䚹㻌
㻌

㧗ᗘ䛺䝕䝄䜲䞁ຊ 
㻌
䞉ᩘᏛ䛾Ꮫ⩦䞉◊✲䛷ᇵ䜟䜜 
䛯ᛮ⪃ຊ、╔ຊ、Ὕᐹຊ䚸 
ᚸ⪏ຊ䜢ᵝ䚻䛺᪉㠃䛷ά⏝ 
䛩䜛ែᗘ䜢㌟䛻䛴䛡䛶䛔䜎 
䛩䚹㻌 
䞉୰Ꮫᰯᩍဨචチ㻔ᩘᏛ㻕䚸䛒 
䜛䛔䛿䚸㧗➼Ꮫᰯᩍဨචチ 
㻔ᩘᏛ㻕䜢ྲྀᚓ䛧䛶䛔䜛ሙྜ䛻 
䛿䚸㧗ᗘ䛾ᑓ㛛▱㆑䜢䜟䛛䜚 
䜔䛩䛟ゎㄝ䛧䚸ㄢ㢟◊✲䜢ᣦ 
ᑟ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩。㻌

⊂⮬䛾Ꮫ⩦┠ᶆ 
㻌
ಟኈㄽᩥ䛻䛴䛔䛶䛿ḟ䛾䛔䛪䜜䛛
䛾せ௳䜢‶䛯䛩䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䜎䛩䚹
㻝㻚ㄽᩥ➹⪅䛻䜘䜚ᚓ䜙䜜䛯᪂䛧䛔ᩘ
Ꮫⓗ⤖ᯝ䜢ྵ䜐䜒䛾䚹㻌
㻞㻚㻌ᩘᏛⓗ䛻ព⩏䛾䛒䜛ィ⟬⤖ᯝ㻔ィ
⟬ᶵᐇ㦂䜒ྵ䜐㻕䜔ᐃ⌮䛾᪂䛧䛔ド
᫂䛺䛹䛷䚸ㄽᩥ➹⪅⮬㌟䛻䜘䜛㒊ศ
䜢ྵ䜐䜒䛾䚹㻌
㻟㻚㻌 䛒䜛ศ㔝䛻䛚䛔䛶᪤䛻▱䜙䜜䛶䛔
䜛㔜せ䛺ᩘᏛⓗᐇ䛻䛴䛔䛶䚸ㄽᩥ
➹⪅⮬㌟䛾ほⅬ䛛䜙䜎䛸䜑䛯䜒䛾䚹㻌

㧗ᗘ䛺ᅜ㝿ᛶ

䞉ᾏእ䛾◊✲⪅䛸◊✲䛻㛵䛩䜛㆟
ㄽ䛜䛷䛝䜛ㄒᏛຊ䜢㌟䛻䛴䛡䛶䛔
䜎䛩䚹㻌
䞉ᩘᏛ䜎䛯䛿䛭䛾࿘㎶ศ㔝䛾ⱥᩥ
Ꮫ⾡ㄽᩥ䜢ㄞ䜏䚸䛭䛾ෆᐜ䛻䛴䛔
䛶ゎㄝ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹㻌

㧗ᗘ䛺ᩍ㣴 
㻌
䞉◊✲⪅⌮䜔≉ᐃ䛾ศ㔝䛰
䛡䛻೫䜙䛺䛔ᖜᗈ䛔⮬↛⛉Ꮫ
䛾⣲㣴䛻ᇶ䛵䛟ᰂ㌾ᛶ䛸䝁䝭䝳
䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊ䜢⋓ᚓ䛧䛶䛔
䜎䛩䚹㻌
䞉Ꮫ㝔ᑓᨷ䝥䝻䜾䝷䝮䚸㧗
ᗘ䝥䝻䜾䝷䝮䚸㧗ᗘ༤ኈேᮦ
㣴ᡂ䝥䝻䜾䝷䝮䛾ಟ⪅䛿䚸Ꮫ
㝿ⓗ䞉ಠ▔ⓗ䛺どⅬ䜔」║ⓗ
ど㔝䛷ᑐ㇟䜢⪃䛘䜛⬟ຊ䜢㌟
䛻䛴䛡䛶䛔䜎䛩䚹㻌


	2401m_理_数学
	2401m_理_数学_map



